
next steps
for the Christian life

クリスチャンの人生のネクスト・ステップ

ステップ４ 
聖書 

ネクスト・ステップは、クリスチャン
との交わりの中で、私たちがキリスト
の弟子として成長するための学びです。
それぞれの学びは「神のことば」と「神
の使命」の２つのセクションに分れて
います。 

神のことば 

分かち合いましょう： 
d 前回は祈りについて学びました。
そのとき学んだ神のことばに従う
ことが出来たでしょうか。少し時
間を取って、正直に分かち合って
みましょう。 

私たちは祈りを通して神に語りかけま
す。そして神は、神のことばである聖
書を通して私たちに語りかけてくださ
います。聖書を読むと、神が何を語っ
ておられるのかを知ることができます。

聖書とは何でしょうか？ 

テモテへの手紙第二３章１６節  

b 聖書はすべて、 神の霊感による
もので… 

テモテへの手紙第二３章１６節には、
神のことばである「聖書」について書
かれています。聖書は千年以上の年月
に渡り多くの著者によって書かれた、
６６の書物や手紙で構成されています。
聖書の著者たちはすべて聖霊によって
示される神の啓示を受けて書いたため、
その内容には誤りがありません。聖書
は人間による作品ではなく、神の力に
よって書かれた書物です。そのため、
聖書は完全に信頼でき、間違いがあり
ません。 

なぜ聖書を読むのでしょうか？ 

聖書は私たちの魂に栄養を与えます。 

マタイの福音書４章４節 

b イエスは答えて言われた。「『人
はパンだけで生きるのではなく、
神の口から出る一つ一つのことば
による』と書いてある。」 

神のことばを日々「食べ」、日々祈る
ことは、私たちの魂に水や食べ物を取
り込むようなものです。これらは、ク
リスチャンの歩みに必要不可欠な栄養
です。 

また、私たちは神ご自身と神のみここ
ろについて知るために、聖書を読みま
す。神は聖書のことばを用いて、私た
ちの信仰と行いを励まし、クリスチャ
ンとして成長させてくださいます。 

テモテへの手紙第二３章１６～１７節 
b 聖書はすべて、神の霊感によるも
ので、教えと戒めと矯正と義の訓
練とのために有益です。それは、
神の人が、すべての良い働きのた
めにふさわしい十分に整えられた
者となるためです。 

聖書を読むとき、以下の質問について
考えてみましょう。 

教え：聖書は、私たちに神の真実
と神の命令を教え、正しい考えへ
と導きます。あなたはその聖書箇
所から、神について、世界につい
て、そしてあなた自身について、
何か新しい真実を教えられました
か？  

戒め：聖書は私たちの誤った考え
を指摘します。その聖書箇所から、
あなたが現在信じていることや、
あなたの考え方、世界観について、
戒められる点はありますか？ 

矯正：聖書は私たちの誤った行動
を正します。その聖書箇所を読ん
で、あなたの生活の中でみられる
罪を矯正させるものはありますか？

義の訓練：聖書は私たちが正しい
行いをし、神を敬うよう訓練しま
す。その聖書箇所はあなたにどの
ような義の行いを促し、あなたを
訓練しますか？ 

d 考えましょう：聖書のある箇所か
ら教え、戒め、矯正、義の訓練を
受けた経験を分かち合いましょう。

へブル人への手紙４章１２～１３節 
b 神のことばは生きていて、力があ
り、両刃の剣よりも鋭く、たまし
いと霊、関節と骨髄の分かれ目さ
えも刺し通し、心のいろいろな考
えやはかりごとを判別することが
できます。造られたもので、神の
前で隠れおおせるものは何一つな
く、神の目には、すべてが裸であ
り、さらけ出されています。私た
ちはこの神に対して弁明をするの
です。 

聖書は、２千年も前に書かれた書物で
あるにも関わらず、今も生きて力のあ
る神のことばです。聖書を通して、神
は今日も私たちに語りかけておられま
す！ 

聖書はどのように読むべきでしょうか？

聖書を読むとき、私たちは聖書の教え
に対して喜びをもって従い、積極的に
応える姿勢を持つべきです。 

ヤコブの手紙１章２２節  

b また、みことばを実行する人にな
りなさい。自分を欺いて、ただ聞
くだけの者であってはいけません。

神が示してくださる真実を知り、神が
戒めておられる罪に気付いたなら、私
たちは行動をもって応える必要があり
ます。神のことばを、ただ読み、学び、
聞くだけに留まってはいけません。そ
のことばに従う必要があるのです。 

聖書には何が書かれているのでしょう
か？  
聖書は神と人間の物語です。そこには、
天地創造、世界への罪の介入、イスラ
エルを通して救い主を送られるという
神の約束、イエス・キリストによる贖
い、キリストの教会、そして終わりの
日に与えられる新しい天地について書
かれています。ファースト・ステップ、
レッスン４の「聖書の話は何？」を参
照してください。 

聖書を読み始めるにはどうしたら良い
でしょうか？ 
聖書を読む時間と場所を決めましょう。
そして、どのように読み進めるか、計
画を立てましょう。 

時間：１日の中で、聖書を読むこ
とに集中できる時間を決めましょ
う。早起きをして、祈りと神のみ
ことばの内に時間を過ごすのは、
素晴らしい１日のスタートとなり
ます。 

場所：毎日聖書に集中できる場所
を選びましょう。例えば、寝る前
にあなたの部屋で、子どもが起き
る前に食卓で、または通勤中の電
車の中で、などが良いでしょう。 

読書計画：聖書全体を読むため
に、聖書各書を少しずつ読み進め
るための計画を立てましょう。初
めて聖書を読む場合は、まず新約
聖書から読み始めると分りやすい
でしょう。 

一歩踏み出しましょう！ 
d 少し個々で時間を取って、今回の
レッスンで学んだ内容について、
あなたがどのように従うべきか、
黙想し祈りましょう。聖書を読む
時間、場所、読書計画を決め、グ
ループで分かち合いましょう。読
書計画はすぐに実行に移しましょ
う。次回の学びで、またグループ
で分かち合います。 

神の使命 

イエスは以下の聖書箇所で、福音を分
かち合うことと、それに対する人々の
反応を「種を蒔く人と種」に例えてお
られます。 

マタイによる福音書１３章３～８節、
１８～２３節 

b イエスは多くのことを、彼らにた
とえで話して聞かされた。「種を
蒔く人が種蒔きに出かけた。蒔い
ているとき、道ばたに落ちた種が
あった。すると鳥が来て食べてし
まった。また、別の種が土の薄い
岩地に落ちた。土が深くなかった
ので、すぐに芽を出した。しかし、
日が上ると、焼けて、根がないた
めに枯れてしまった。また、別の
種はいばらの中に落ちたが、いば
らが伸びて、ふさいでしまった。
別の種は良い地に落ちて、あるも
のは百倍、あるものは六十倍、あ
るものは三十倍の実を結んだ。…　
ですから、種蒔きのたとえを聞き
なさい。御国のことばを聞いても
悟らないと、 悪い者が来て、その
人の心に蒔かれたものを奪って行
きます。道ばたに蒔かれるとは、
このような人のことです。また岩
地に蒔かれるとは、みことばを聞
くと、すぐに喜んで受け入れる人
のことです。しかし、 自分のうち
に根がないため、しばらくの間そ
うするだけで、みことばのために
困難や迫害が起こると、すぐにつ
まずいてしまいます。また、いば
らの中に蒔かれるとは、みことば
を聞くが、この世の心づかいと富
の惑わしとがみことばをふさぐた
め、実を結ばない人のことです。
ところが、良い地に蒔かれるとは、
みことばを聞いてそれを悟る人の
ことで、その人はほんとうに実を
結び、あるものは百倍、あるもの
は六十倍、あるものは三十倍の実
を結びます。」 

このたとえ話から、弟子を作ることに
ついて何を学べますか？ 
１．種は神のことばです（ルカの
福音書８章１１節）。伝道の力は、
メッセージを伝える人にあるので
はなく、メッセージそのもの、つ
まり神のことばにあるのです。神
のことばは福音のメッセージであ
り、聖書に書かれている真実です。
私たちが伝えるべきことは、個人
的な考えや人の知恵ではなく、神
のことばです。 

２．種を蒔く人は、場所を特定せ
ず、あらゆる場所に種を蒔きまし
た。私たちは、面識の有無や外見、
社会的地位や社会的距離を条件に、
「良い地」に見える人を選り好み
してはいけません。むしろ、どの
ような人にも福音を伝えるべきで
す。 

３．福音に対しての反応は様々で
すから、常に良い反応が返ってく
るとは限りません。すべての人が
福音を受け入れなかったとしても、
落胆しないでください。私たちが
重荷を持つべきなのは相手の反応
ではなく、ただ福音を伝え続ける
ことです。 

４．福音を聞いた人の中には、心
に福音が根付き育つ人もいます。
実を結ぶ良い地は必ずある、と知っ
ていると、私たちがイエスに従っ
て、あらゆる人に神の良い知らせ
を伝え続けるための力となります。
多くの人に福音を伝えるほど、イ
エスを信じる決心をする人が増え
るのです。 

５．実を結ぶ種、つまり「みこと
ばを聞いてそれを悟る人」とは、
クリスチャンになる人のことです。
そのような種は何倍もの実を結び
ます。人によって実を結ぶ数もか
かる時間も違いますが、何倍もの
実を結ぶことには変わりありませ
ん。 

d 考えましょう：今まで、福音を伝
えようとしたけれど「良い地」に
見えなかったからやめてしまった、
という経験はありますか？福音を
伝えたら相手の反応が消極的で、
落胆した経験はありますか？ 

すべての人に伝えましょう。伝え続け
ましょう。沢山伝えましょう。 

互いに励まし合いましょう： 
d あなたが誰かにキリストを伝える
ために、神はどのような機会を与
えてくださいましたか？ 

d あなたがキリストのもとに導きた
いと思っている人に対して、神は
どのように働きかけられておられ
ますか？ 

互いのために祈りましょう： 
d あなたがキリストのもとに導きた
いと思っている人のうち、少なく
とも１人の名前を分かち合いましょ
う。その人がもう一歩キリストに
近づくことができるように、あな
たが次にしようと思っていること
がはっきりしていれば、それを分
かち合いましょう（例：教会に誘
う、夕食に招待してあなたの証を
分かち合う、ファースト・ステッ
プの学びを一緒にする、聖書また
はクリスチャン書籍をプレゼント
する、など）。 

互いのために日々祈るようにしましょ
う。（１）大胆さと知恵が与えられる
ように。（２）良い機会が与えられる
ように。（３）相手の心が開かれるよ
うに。 

他の祈りの課題： 
d 何か祈って欲しいことはあります
か？ 

神の使命と、その他の祈りの課題、感
謝していることについて、共に祈りま
しょう。

Step 4 
Bible 

Next Steps are designed to help 
us grow as Christians, in the 
context of Christian community, 
by focusing on two categories: 
obeying God’s Word and doing 
God’s Mission. 

God’s Word 

Share: 
d Take a few minutes to 

honestly share what it has 
been like as you have tried to 
obey what you learned from 
God’s word last time when we 
talked about prayer. 

We speak to God through prayer. 
God speaks to us through his 
Word, the Bible. By reading the 
Bible we can know what God has 
spoken. 

What is the Bible? 

2 Timothy 3:16  
b All Scripture is breathed out 
by God… 

“Scripture” in 2 Timothy 3:16 
refers to the Bible, which is God’s 
Word. The Bible is composed of 
66 books and letters, written over 
a span of more than 1000 years, 
by many different human authors. 
These authors were inspired by 
God through the Holy Spirit so 
that the writings were without 
error. The Bible is a divinely 
inspired book and not the 
invention of humans. The Bible is 
wholly trustworthy and accurate. 

Why read the Bible? 

The Bible is nourishment for our 
souls.  

Matthew 4:4 
b But [Jesus] answered, “It is 

written, “‘Man shall not live by 
bread alone, but by every 
word that comes from the 
mouth of God.’” 

A consistent intake of God’s Word 
and praying is like food and water 
to our souls and vital nourishment 
for the Christian walk.  

We also read the Bible in order to 
know God and his will for us! God 
uses the Bible to help us grow as 
Christians in our beliefs and our 
actions.  

2 Timothy 3:16-17 
b All Scripture is breathed out 

by God and profitable for 
teaching, for reproof, for 
correction, and for training in 
righteousness, that the man of 
God may be comple te , 
equipped for every good work. 

When you read the Bible ask the 
following questions: 

Teaching: The B ib le , by 
teaching us God’s truth and 
commands, tells us the right 
way to think. What new truth 
does this Bible passage teach 
me about God, the world, and 
myself?  

Reproof: The Bible warns us of 
wrong ways to think. How does 
this passage reprove my 
current beliefs, ideas, or 
worldview?  

Correction: The Bible corrects 
our wrong behavior. What 
sinful action in my life does this 
passage correct?  

Training: The Bible trains us to 
do what is right and honoring 
to God. What r ighteous 
behavior does this passage 
train me to do? 

d Consider: Share a story of 
when the B ib le taught , 
reproved, cor rec ted, o r 
trained you in righteousness. 

Hebrews 4:12-13 
b For the word of God is living 

and active, sharper than any 
two-edged sword, piercing to 
the division of soul and of 
spirit, of joints and of marrow, 
and discerning the thoughts 
and intentions of the heart. 
And no creature is hidden 
from his sight, but all are 
naked and exposed to the 
eyes of him to whom we must 
give account. 

Though the Bible was written over 
2000 years ago, it is the living and 
active Word of God through 
which God speaks to us today! 

How do we read the Bible? 
We should read the Bible with a 
joyful submissiveness and an 
eagerness to respond to what we 
learn. 

James 1:22  
b But be doers of the word, 

a n d n o t h e a r e r s o n l y, 
deceiving yourselves. 

After learning the truth God is 
showing us or realizing the sin he 
is rebuking, we need to respond 
with action. It is not enough to 
read, study, or hear God’s Word; 
we need to obey! 

What is in the Bible? 
The Bible tells the story of God 
and mankind. It tells of Creation 
and when sin entered the world, 
God’s promise to send a Savior 
through Israel, the redemption in 
Jesus Christ, his church, and final 
restoration. See First Steps Lesson 
4: What is the Story of the Bible. 

How do I start reading the 
Bible? 

Practically, choose a time, a place, 
and a plan for reading the Bible. 

Time: Choose a time to set 
apart each day for focused 
Bible reading. Waking up 
early to pray and spend time 
in God’s Word is a great way 
to start your day. 

Place: Choose a location you 
can focus on the Bible each 
day. For example, your room 
before you go to sleep, the 
dining table before the kids 
are awake, or the train on your 
way to work. 

Plan: Choose a plan for 
reading through whole books 
of the Bible in pieces each 
day. If this is your first time 
reading the Bible, it may be 
beneficial to begin reading 
the New Testament first. 

Take the Step!  
d Take a moment individually 

to reflect and pray about how 
you will obey what you have 
learned. Choose your reading 
time, place, and plan and 
share it with your group. Start 
your plan immediately. Your 
group will ask you how this is 
going next time. 

God’s Mission 

In the following scriptures, Jesus 
likens sharing the gospel and 
people’s responses to the gospel 
to a sower and seeds: 

Matthew 13:3-8, 18-23 
b And he told them many 

things in parables, saying: “A 
sower went out to sow. And as 
he sowed, some seeds fell 
along the path, and the birds 
came and devoured them. 
Other seeds fell on rocky 
ground, where they did not 
h a v e m u c h s o i l , a n d 
immediately they sprang up, 
since they had no depth of 
soil, but when the sun rose 
they were scorched. And since 
they had no root , they 
withered away. Other seeds 
fell among thorns, and the 
thorns grew up and choked 
them. Other seeds fell on 
good soil and produced grain, 
some a hundredfold, some 
sixty, some thirty. … Hear then 
the parable of the sower: 
When anyone hears the word 
of the kingdom and does not 
understand it, the evil one 
comes and snatches away 
what has been sown in his 
heart. This is what was sown 
along the path. As for what 
was sown on rocky ground, 
this is the one who hears the 
w o r d a n d i m m e d i a t e l y 
receives it with joy, yet he has 
no root in h imsel f , but 
endures for a while, and when 
tribulation or persecution 
arises on account of the word, 
immediately he falls away. As 
for what was sown among 
thorns, this is the one who 
hears the word, but the cares 
o f t h e w o r l d a n d t h e 
deceitfulness of riches choke 
the word, and it proves 
unfruitful. As for what was 
sown on good soil, this is the 
one who hears the word and 
understands it. He indeed 
bears fruit and yields, in one 
case a hundredfold, in another 
sixty, and in another thirty.” 

What can we learn about 
making disciples from this 
parable? 

1. The seed is the Word of 
God (Luke 8:11). The power of 
evangelism is not found in the 
m e s s e n g e r b u t i n t h e 
message—the Word of God. 
The Word of God is the 
message of the gospel and 
the truth of the Bible. What 
we need to give others is not 
personal opinions or human 
wisdom, but rather the Word 
of God.  

2. The sower sowed seeds 
everywhere, regardless of 
location. We should not pick 
who we think looks like “good 
soil” based on familiarity, 
appearance, social status, or 
social distance. Rather, we 
should share the gospel with 
everyone. 

3. There are different types of 
responses to the gospel, and 
not all responses will be 
positive. Do not be surprised 
that not everyone accepts the 
g o s p e l . W e a r e n o t 
responsible for how people 
respond but only to keep 
sharing the gospel. 

4. The gospel will take root 
and grow in some people's 
hearts. Knowing that some 
soil will bear fruit helps to 
compel us in being obedient 
to Jesus by continuing to 
share the good news of God 
with anyone that we can. The 
more people we share with, 
the more people will choose 
to put their faith in Jesus. 

5. The seeds that bear fruit, 
“the one who hears the word 
and understands”, is someone 
who becomes a Christian. 
Such seeds that bear fruit 
multiply! Some multiply more 
than others and at different 
rates, but all multiply. 

d Consider: Have you ever 
chosen to not share with 
someone because they did 
not seem like “good soil”? 
H a v e y o u e v e r f e l t 
discouraged because of a 
negative response to the 
gospel? 

Share with everyone. Keep 
sharing. Share a lot. 

Encourage One Another: 
d What opportunities has God 

provided to lead others closer 
toward knowing Christ? 

d How have you seen God 
working in the lives of those 
you want to lead to Christ? 

Pray for One Another: 
d Share at least one name of 

someone you want to win to 
Christ. If you know, share your 
next action step in leading 
them closer to knowing Christ 
(for example: invite them to 
church, take them out to 
d i n n e r a n d s h a re y o u r 
testimony, study First Steps 
together, give them a Bible or 
Christian resources, etc.). 

Commit to praying for one 
ano the r eve r yday : ( 1 ) Fo r 
boldness and wisdom, (2) for 
opportunities, (3) for other’s open 
hearts. 

Other Prayer Requests: 
d How can we pray for you? 

Pray together about God’s 
Mission and other requests and 
thanksgivings.


